
次ページ以降に
応募の詳細を
掲載しています！

詳しくは…

表彰対象

以下の各部門において、日本国内のインフラメンテナンスに
係る優れた効果・実績を挙げた取組や技術開発を行った者
（個人及び施設管理者・企業・団体等による活動グループ）
ア）メンテナンス実施現場における工夫部門
イ）メンテナンスを支える活動部門
ウ）技術開発部門

審査方法 有識者による選考委員会にて審査・選出
第４回インフラメンテナンス大賞 検索

2020年５月29日締切
※応募期間を延長しました



受賞すると、ベストプラクティスとして広く紹介されます！周囲のインフラ
メンテナンスに対する理解の深化が期待されるとともに、関係する方々の励み
にもなり、職場に連帯感が生まれます。

インフラメンテナンス大賞では

文部科学省部門の事例も募集しています

令和２年２月14日から募集開始！
応募要領等はインフラメンテナンス国民会議のホームページに掲載します。
URL：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/im/

次ページにも
受賞事例掲載

実は、

文教施設も

受賞対象です！
例）学校施設、社会教育施設、

スポーツ施設、文化施設など…

インフラと言えば…？
・道路、橋りょう
・上下水道
・農業施設…

などを、思い浮かべるかも
しれませんが… 文部科学省部門では、

文教施設等の分野について、
施設の長寿命化等に関する
優れた取組を募集しています！

たとえば…

過去の文部科学大臣賞の事例

キャンパスマネジメントの概念

実習（検査・点検）の様子

大学施設の創造的再生に向けた教職協働によるキャンパスマネジメント

代表団体名 国立大学法人名古屋大学 応募部門 メンテナンスを支える活動部門

受賞理由

大学研修施設（大規模実橋モデル）を活用した『臨床型』の橋梁維持管理技術者育成

代表団体名 国立大学法人名古屋大学 応募部門 メンテナンスを支える活動部門

受賞理由

第１回（平成28年度）

第３回（令和元年度）

笹子トンネル天井板落下事故以前からの取組であり、

大学内橋梁維持管理研修施設を構築し、当施設を一般公

開するなど、産官学の技術開発フィールドの提供を積極

的に行っていること、地域特有の『オーダーメイド研

修』や、幅広い世代が対象の維持管理術の教育を継続的

に実施していることなど、社会的な意義や影響が高い点

について評価。

大学キャンパス全体の環境整備と運用の指針である

キャンパスマスタープランを策定し、全国に先駆けて教

員と職員の協働による全学的な体制の整備、様々なガイ

ドラインの策定による継続的な仕組みの構築、施設担当

職員を対象とした技術研修による人材育成等、インフラ

メンテナンスに係る総合的なシステムを確立している点

が高く評価。



第１回（平成28年度）

《文部科学省部門》
過去の特別賞、優秀賞の事例

第２回（平成2９年度）


